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スモン患者の歩行能力改善には下腿三頭筋の筋力トレーニングが必要である (第 2 報)
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研究要旨

本研究では､ 立位で昨年同様に足関節背屈運動を用いた前方へのファンクショナルリーチ

テストのリーチ距離と運動方法を規定せずに自由に実施させた場合のリーチ距離､ そして 10

m歩行時間を下腿三頭筋の筋力トレーニング前後で比較検討した｡

本研究に同意を得たスモン患者 2 症例 (症例 A 79 歳女性､ 症例 B 74 歳女性) である｡ 2

症例ともに歩行は補装具なしで可能であり､ ADL での問題はないが歩行スピードの向上を

目標としている｡

10m歩行速度､ 立位でのファンクショナルリーチテストを 2症例に実施した｡ ファンクショ

ナルリーチテストの方法は､ 体幹､ 股関節をできるだけ動かないようにして､ 足関節背屈運

動のみで前方に移動させる方法と前方への移動は自由にさせて行う方法の 2種類とした｡ 次

に､ 両上肢で壁を支持して､ 立位で両踵部挙上運動を実施した｡ 具体的な方法は､ 立位で踵

部を最大に挙上 (足関節最大底屈位) して 5 秒間保持し､ その後､ ゆっくり立位にさせた｡

このトレーニングを 3回連続して実施した｡ その後に再度､ 10m歩行速度､ 立位でのファン

クショナルリーチテストを実施した｡

症例 Aは､ 下腿三頭筋の筋力トレーニング前の前方へのファンクショナルリーチテストの

リーチ距離は足関節背屈運動のみでは 7cm､ 自由な方法では 17 cm であった｡ 自由な方法で

は､ 最初から股関節屈曲と足関節底屈を伴った方法であった｡ トレーニング後のリーチ距離

は足関節背屈運動のみでは 13 cm､ 自由な方法では 23 cmと改善を認めた｡

症例 Bは､ 下腿三頭筋の筋力トレーニング前の前方へのファンクショナルリーチテストの

リーチ距離は足関節背屈運動のみでは 9cm､ 自由な方法では 20 cm であった｡ 自由な方法で

は､ 症例 A同様に最初から股関節屈曲と足関節底屈を伴った方法であった｡ トレーニング後

のリーチ距離は足関節背屈運動のみでは 14 cm､ 自由な方法では 25 cmと改善を認めた｡

10m歩行時間は 2症例ともにトレーニング後で軽度ではあるが改善を認めた｡

足関節背屈運動をともなった前方へのファンクショナルリーチテストは､ 歩行の立脚期と

同様な運動様式であるために歩行能力の指標になると考えることができる｡ また､ 自由な方

法でおこなう前方のファンクショナルリーチテストは立位でのバランス評価である｡ 2 症例

ともに 2種類の前方へのファンクショナルリーチテストは､ 下腿三頭筋のトレーニング後に

改善した｡ そのため､ 歩行能力だけでなくバランス能力の改善にも関与したと考えることが

できる｡



Ａ. 研究目的

昨年度の本会において､ 歩行は補装具なしで可能で

あるが､ 歩行スピードの向上を目標としている 2症例

に立位での両踵挙上運動をともなった下腿三頭筋の筋

力トレーニングを実施した結果､ バランス評価のひと

つである立位での前方へのファンクショナルリーチテ

ストおよび歩行能力の向上を認めたと報告した1)｡ 昨

年報告した前方へのファンクショナルリーチテストの

方法は､ 立位で両肩関節 90°屈曲位で足関節背屈運動

を用いた前方へのリーチとした｡ その理由は､ 著者ら

が 2004 年以降の本会での発表でバランス評価のひと

つである立位でのファンクショナルリーチテストで足

関節背屈運動を用いたリーチ距離が歩行能力に関連す

るという報告2-7)に準じたものであった｡

本研究では､ 立位で昨年同様に足関節背屈運動を用

いた前方へのファンクショナルリーチテストのリーチ

距離と運動方法を規定せずに自由に実施させた場合の

リーチ距離､ そして 10m 歩行時間を下腿三頭筋の筋

力トレーニング前後で比較検討した｡

Ｂ. 研究方法

本研究に同意を得たスモン患者 2 症例 (症例 A 79

歳女性､ 症例 B 74 歳女性) である｡ 2 症例ともに歩

行は補装具なしで可能であり､ ADL での問題はない

が歩行スピードの向上を目標としている｡

立位での前方へのファンクショナルリーチテストお

よび 10m歩行時間を 2症例に実施した｡ 前方へのファ

ンクショナルリーチテストの方法は､ 両肩関節は

90°屈曲位で体幹､ 股関節をできるだけ動かないよう

にして足関節背屈運動のみで前方に移動させる方法と､

前方への移動は自由にさせて行う方法の 2種類とした

(図 1, 2)｡ 10m 歩行速度は､ 15m の廊下を自由な速

度で歩いていただき､ 中間 10m の歩行速度を計測し

た｡ 計測は 3回実施し､ 最も速いものを採用した｡

次に､ 両上肢で壁を支持して､ 立位で両踵部挙上運

動を実施した｡ 具体的な方法は､ 立位で踵部を最大に

挙上 (足関節最大底屈位) して 5秒間保持し､ その後､

ゆっくり立位にさせた｡ このトレーニングを 3回連続

して実施した｡ その後に再度､ 立位での前方へのファ

ンクショナルリーチテスト､ 10m 歩行時間を 2 種類

で実施した｡

Ｃ. 研究結果 (図 3)

症例 A は､ 下腿三頭筋の筋力トレーニング前の前

方へのファンクショナルリーチテストのリーチ距離は
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図 1 2 種類でのファンクショナルリーチテスト (症例A)

足関節背屈運動でのファンク
ショナルリーチテスト

自由な方法でのファンク
ショナルリーチテスト

図 2 2 種類でのファンクショナルリーチテスト (症例 B)

足関節背屈運動でのファンク
ショナルリーチテスト
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図 3 下腿三頭筋の筋力トレーニング前後での
ファンクショナルリーチテストの変化



足関節背屈運動のみでは 7cm､ 自由な方法では 17 cm

であった｡ 自由な方法では､ 最初から股関節屈曲と足

関節底屈を伴った方法であった｡ トレーニング後のリー

チ距離は足関節背屈運動のみでは 13 cm､ 自由な方法

では 23 cmと改善を認めた｡

症例 B は､ 下腿三頭筋の筋力トレーニング前の前

方へのファンクショナルリーチテストのリーチ距離は

足関節背屈運動のみでは 9cm､ 自由な方法では 20 cm

であった｡ 自由な方法では､ 症例 A 同様に最初から

股関節屈曲と足関節底屈を伴った方法であった｡ トレー

ニング後のリーチ距離は足関節背屈運動のみでは 14

cm､ 自由な方法では 25 cmと改善を認めた｡

10m 歩行時間は 2 症例ともにトレーニング後で軽

度ではあるが改善を認めた｡

Ｄ. 考察

歩行の立脚期 (体重が負荷されている時期) は足底

に体重を負荷させながら体重を前方移動させる必要が

あり､ この前方移動に重要な運動が足関節背屈運動で

ある｡ 図 4には症例 A の歩行の連続動作を示してい

る｡ 立脚期のなかでも足底接地から立脚中期､ そして

立脚後期では､ 足関節背屈運動をともった身体の前方

移動が重要になる｡ しかし､ 症例 A は足関節背屈運

動が不十分なために､ 歩行スピードが低下している｡

この足関節背屈運動においては､ 前脛骨筋のような足

関節背屈筋よりも､ 足関節背屈にともなう下腿前傾さ

せるために必要な足関節底屈筋である下腿三頭筋の役

割が重要になる｡

今回､ 下腿三頭筋の筋力トレーニングを目的に､ 立

位での両踵部挙上運動 (カーフレイズトレーニング)

を実施した｡ 下腿三頭筋の筋力トレーニングを行わせ

ることで歩行の立脚期に必要な足関節背屈運動を獲得

できたと考える｡ そのため､ 軽度ではあるが歩行スピー

ドが改善した｡

また､ 下腿三頭筋の筋力トレーニングの効果検討と

して､ 立位での前方へのファンクショナルリーチテス

トを歩行スピードとともに計測した｡ ファンクショナ

ルリーチテストは､ Dancan ら8)によって開発された評

価指標で､ 開脚の立位姿勢で利き手の肩関節を 90°

屈曲し､ 第 3 中手骨の末端を前方向に到達させること

のできる距離を測定するものである｡ リーチテストは

立位におけるバランス能力の評価指標として広く使用

されている｡ 著者らのスモン患者における歩行能力と

ファンクショナルリーチテストのリーチ距離およびリー

チ方法に関する研究2-7)から､ 歩行速度が速い症例ほど

ファンクショナルリーチの方法は足関節背屈運動を用

いていることがわかった｡ また反対に､ 股関節や体幹

の屈曲運動を用いてファンクショナルリーチテストを

行なう症例は歩行スピードが遅い傾向であった｡ この

ことから､ 歩行能力の評価指標としてファンクショナ

ルリーチテストを用いることは可能だが､ リーチ距離

のみの変化が重要であるとは限らず､ ファンクショナ

ルリーチテストの運動方法に影響されることがわかっ

た｡

そこで､ 本研究におけるファンクショナルリーチテ

ストの方法は昨年同様に股関節および膝関節を中間位

に保持させて足関節背屈運動だけで実施するものと､

症例の実施しやすい方法 (自由な方法) の 2 通りでお

こなった｡ 下腿三頭筋の筋力トレーニング後において､

2 種類のファンクショナルリーチテストのリーチ距離

は改善した｡ この結果から､ 歩行の立脚期に必要な足

関節背屈運動が改善されただけではなく､ 立位でのバ

ランス能力も改善したことがわかった｡

立位での両踵部挙上運動 (カーフレイズトレーニン

グ) を用いた下腿三頭筋の筋力トレーニングは､ 運動

も簡単であり自主トレーニングとしても活用すること

が可能である｡ スモン患者の歩行能力向上､ そして､

立位のバランス能力の改善に両踵部挙上運動 (カーフ
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図 4 症例Aの歩行動作

左踵接地 左足底接地 左立脚中期 左立脚後期



レイズトレーニング) を用いた下腿三頭筋の筋力トレー

ニングが重要であることが示唆された｡

Ｅ. 結論

本研究に同意を得たスモン患者 2 症例 (症例 A 79

歳女性､ 症例 B 74 歳女性) に立位で昨年同様に足関

節背屈運動を用いた前方へのファンクショナルリーチ

テストのリーチ距離と運動方法を規定せずに自由に実

施させた場合のリーチ距離､ そして 10m 歩行時間を

下腿三頭筋の筋力トレーニング前後で比較検討した｡

下腿三頭筋の筋力トレーニング後に 2 症例ともに 2

種類の前方へのファンクショナルリーチテストは､ 下

腿三頭筋のトレーニング後に改善した｡ また､ 10m

歩行時間は 2症例ともにトレーニング後で軽度ではあ

るが改善を認めた｡

下腿三頭筋のトレーニングは､ 歩行能力だけでなく

バランス能力の改善にも関与したと考えることができ

る｡
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